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教 育 次 長 大野 和広 

教 育 総 務 部 長  松浦 良恵 

学 校 教 育 部 長 山下 敦史 

生 涯 学 習 部 長  佐々木敏春 

中 央 図 書 館 長  安部 浩成 

総 務 課 長 山口美登里 

企 画 課 長 山﨑 二朗 

教 育 職 員 課 長  吉田 悦子 

教 育 給 与 課 長  松永 信隆 

学 校 施 設 課 長  森永  成 

学 事 課 長 栗和田 耕 

教育改革推進課長 片見 悟史 

教 育 指 導 課 長  鶴岡 克彦 

教 育 支 援 課 長  小田 將史 

保 健 体 育 課 長  阿部健一郎 

教育センター所長 石川 英明 

養護教育センター所長 千葉 直敏 

生涯学習振興課長 中島 千恵 

文 化 財 課 長  佐久間仁央 

学校施設課学校環境改善担当課長 石川 幸夫 

生涯学習振興課統括管理主事 八斗 孝之 

総 務 課 課 長 補 佐 志賀 二郎 

総務課経理班主査 大友 美嗣 

総務課総務班主査 金井 昌樹 総 務 課 主 任 主 事 安藤 俊介 

総 務 課 主 任 主 事 松元 秀之 

 



 

１ 開会 

磯野教育長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

全委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

磯野教育長より高津委員を指名 

４ 会期の決定 

令和２年１１月１８日（１日間）とすることで全委員異議なく決定 

５ 会議録の承認 

  令和２年第８回定例会及び第９回定例会会議録を全委員異議なく承認 

６ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

７ 非公開審議の決定 

議案第９６号及び第９７号を非公開審議とする旨決定 

８ 議事の概要 

(1) 報告事項 

   報告事項(1) 令和３年度公立学校教員採用候補者選考（二次）受験状況につい

て 

吉田教育職員課長より報告があった。 

報告事項(2) 千葉市科学フェスタ２０２０の実施について 

八斗生涯学習振興課統括管理主事より報告があった。 

(2) 議決事項 

議案第９５号 令和２年度末及び令和３年度公立学校教職員人事異動方針に

ついて 

吉田教育職員課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり

可決した。 

議案第９６号 指定管理者の指定について 

中島生涯学習振興課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案ど

おり可決した。 

議案第９７号 令和２年度補正予算について（１２月補正） 

石川学校施設課担当課長、森永学校施設課長、中島生涯学習振興課長より説

明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可決した。 

 

 



 

(3) 発言の要旨 

  報告事項 (1) 令和３年度公立学校教員採用候補者選考（二次）受験

状況について  

   磯野教育長 それでは、報告事項に係る説明をお願いします。 

          報告事項（１）「令和３年度公立学校教員採用候補者選考（二

次）受験状況について」、教育職員課長、説明をお願いします。 

吉田教育職員課長 「令和３年度公立学校教員採用候補者選考（二次）受験状況に

ついて」のご報告をいたします。 

       １ページをご覧ください。 

       ８月下旬の２週間にわたり、教員採用選考の第二次選考を実施

し、その結果につきましては、１０月７日に本人宛て通知いた

しました。また、千葉県教育委員会のホームページにおいても、

合格者の受験番号を掲載しております。 

      二次の合格状況についてですが、全体で１，８６２人が合格

し、倍率では３．０倍でした。これは、昨年度の３．３倍より

０．３ポイント低くなっております。個々の学校種や教科ごと

の合格者数や倍率につきましては、お手元にある資料でご確認

をお願いします。 

     なお、本市における来年度の採用予定者数ですが、小学校

７０人、中学校５９人、特別支援学校１０人、養護教諭５人を予

定しており、一人でも多くの優秀な人材を確保できるように努

力して参りたいと考えております。 

       以上でございます。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等含め、何かございますか。 

藤 川 委 員 質問ではございませんが、倍率がかなり下がっているという

ことで、危機意識を皆様と共有できたらと思います。 

       特に小学校の倍率が２．１倍ということで、このままいくと２

倍を切るのではないかという状況かと思います。 

       私が色々見聞きしているところでも、かなり学校の先生にな

ることに対する不安を持っている教員免許の取得予定者が多い

と感じております。ぜひ県と連携をして、ＰＲもしなければいけ

ないと思いますし、待遇改善が可能なところがあれば、改善を図

っていくということが、目に見える形で必要ではないかと思いま

す。 

       特に新任の教員が４月１日に採用されて、すぐに一人前の教

員として、すぐに子どもたちを迎えなければならないということ



 

への不安が強いことを感じておりますし、また、そもそも１年目

の教員の負担を減らすような対応等が必要になってくるのでは

ないかと思います。 

       ぜひ様々な方面から対応策についてご検討いただきまして、

教員の成り手が足りないという事態は避けられるようにしてい

ければと思いますので、よろしくお願いします。 

吉田教育職員課長 ご意見ありがとうございます。 

       千葉市の魅力の一つとして、働き方改革の取組みを積極的に

アピールすることにより、将来の人材の確保にもしっかり繋げて

いきたいと思います。ありがとうございました。 

 

  報告事項 (2) 千葉市科学フェスタ２０２０の実施について 

   磯野教育長 次に報告事項（２）「千葉市科学フェスタ２０２０の実施につ

いて」、生涯学習振興課統括管理主事、説明をお願いします。 

   八斗生涯学習振興課統括管理主事 報告事項（２）「千葉市科学フェスタ２０２０について」の報

告です。 

          議案書の３ページと投影をご覧ください。 

          秋休みの１０月１０日（土）、１１日（日）の２日間で、きぼ

ーるにおいて開催いたしました。副題は「これからの私たち～花

ひらきその先へ～」としています。昨年度は台風１９号のため中

止。そして、今年はコロナ禍での開催。実行委員会では、内容も

さることながら、感染拡大を最大限に防止する方法について多く

の時間を割きました。 

          今、映っている写真を見て、「あれ、結構密では」と思ってい

る方もいらっしゃるかと思うのですが、この写真は、一昨年の「科

学フェスタ２０１８」の１階アトリウムの様子です。感染拡大防

止に最大限に努め、今年度はこのような写真になりました。少し

寂しい気持ちもしますが、ウィズコロナ時代の一場面であろうと

考えております。 

          具体的な感染拡大防止対策です。 

          各種体験については、１階は当日整理券、３階と７階から１０

階は事前予約といたしました。また、７階の千葉オンリーワン企

業ブースについては、プレゼンのビデオを再生し、質問等はリモ

ートで行えるようにしました。 

          また、閉幕式を取りやめ、開幕式のみとする縮小型式といたし

ました。開幕式では、教育長の挨拶及び開幕宣言、実行委員長挨



 

拶、千葉市長、千葉市科学アドバイザーの山﨑 直子様及び日本

科学未来館館長の毛利 衛様のビデオメッセージを会場に流し

ました。その後、総合展教育長賞、科学館賞の表彰を行いました。 

          主な企画としましては、１階アトリウムでは、スマートシティ

推進課の強力な仲立ちもあり、千葉市×ＮＴＴによるスマートシ

ティ構想を背景とした「ちょっと先の未来を体験してみよう」と

称して、ＶＲで野球の臨場感を体験したり、遠隔操作で離れた場

所から移動や会話をロボットで体験したり、１人乗り次世代パー

ソナルモビリティーによる自動運転など、私たちの暮らしを便利

で豊かにするちょっと先の未来のテクノロジーを体験しました。 

          ３階こども交流館アリーナでは、企業、市民団体、大学等の協

力で、工作や観察など色々な科学体験ができるブースを展開しま

した。毎年恒例なものから、金属の特性に関するクイズを楽しみ

ながら学べる新しいコンテンツなども、参加者は体験しました。 

          ８階から１０階、科学館各実験室では、「風力発電で電気をつ

くろう」など本格的な実験や、工作などの教室が展開されました。 

          ７階企画展示室では、初日は市内児童・生徒による自由研究発

表会、２日目は、千葉市及び周辺でユニークな技術、製品、取組

みを実施している企業が一堂に会してのビデオプレゼンテーシ

ョン、さらにリモート対話を楽しめる「千葉オンリーワン企業と

身近な科学」に１０社が参加し開催しました。村田製作所チアリ

ーダーショーが花を添えてくれました。 

          来場者数は、２日間合わせて４，０８１人でした。なお、平成

３０年は１万３，６００人、令和元年度は台風で中止でした。 

          感染拡大防止が常となる今後は、単純に人数だけでは評価で

きないと考えております。 

          次に、来場者９８人のアンケートによると、フェスタを知った

理由の１番はチラシでした。以下、ポスター、市政だより、教育

だよりと、やはり紙媒体が有効のようです。参加者は女性が、そ

して、圧倒的に千葉市からの参加が多く、参加経験の有無の割合

はほぼ半分半分でした。世代別では小学生と４０代の方が多く、

一緒に来た人のデータからも、家族での参加が多いことが分かり

ます。 

          今後の参加については、１人の「今後参加したくない」は気に

なりますが、９７人は「今後も参加したい」、そして、印象に残

った理由に、「面白かった」「大変楽しめた」と６９人も答えて



 

くれたことはうれしい限りです。 

          最後に、振り返りです。 

          先程述べたとおり、感染拡大を最大限に防止することを考え、

規模を縮小しての開催でした。参加者からは、コロナ対策がしっ

かりしていて安心して参加することができた、コロナ禍での科学

フェスタ開催に感謝、等の意見を多数いただき、まずは開催でき

たことが大きな成果だと捉えております。 

          そして、例年とは違う参加方法を、チラシ、市政だより、ホー

ムページ等で市民に周知を図り、大きな混乱もなく開催できたこ

とも、成果の一つです。 

          課題としましては、この状態がまだ続くと想定できますので、

次年度に向けウィズコロナでのよりよい千葉市科学フェスタの

在り方を模索するとともに、来場者数以外の成果指標を設定、工

夫することが必要であると認識しております。そうすることで、

科学フェスタの質的な検証が可能になると考えております。 

          今回、１０年という節目を迎えた科学フェスタですが、今後、

次の１０年を見定めた科学フェスタの在り方を模索していく所

存でございます。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等含め、何かございますか。 

和 田 委 員 とても楽しく、違いの分かるプレゼンをしていただきまし

て、ありがとうございました。 

          意見ですけれども、２点あります。 

          一つは、やはり、アナログでの、チラシや市政だよりなどから

知ったという方が今もとても多いのだなということを改めて実

感しました。どうしてもホームページなどでＰＲをすると、より

多くの人に見ていただいているのではないかと思いがちなので

すが、やはり学校や地域を通じた紙媒体での宣伝ということを、

確実にこれからも続けていただきたいなと強く思いました。 

       それから、もう一点は、やはり例年そうですけれども、家族

での参加が多いというようなお話でした。どうしても、ご両親

が科学に関心のあるご家庭の子どもたちが、こういったイベン

トに触れる機会が多いと思うのですけれども、そうではなく

て、ご両親があまり積極的ではないという家庭の子どもの中に

も、科学に夢を持っている子どもたちもいると思います。何度

も申し上げていることですけれども、ぜひ地域などの青少年育

成団体へ働きかけていただいて、子どもたちを、今、４０人ま



 

とめて連れてくるということは少し難しい状況かと思いますけ

れども、保護者ではない大人たちに連れてきてもらえるような

仕組みも、少し取り組んでいただけたらいいなと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

   八斗生涯学習振興課統括管理主事 ありがとうございます。アナログとデジタルのハイブリッド

式で、そして、地域団体にも呼びかけて、科学の芽を広げていき

たいと思います。ありがとうございました。 

 

議案第９５号 令和２年度末及び令和３年度公立学校教職員人事異動方針につ

いて 

磯野教育長 次に議決事項に係る審議に移ります。 

議案第９５号「令和２年度末及び令和３年度公立学校教職員人

事異動方針について」、教育職員課長、説明をお願いします。 

吉田教育職員課長 議案書６ページをご覧ください。 

          令和２年度末及び令和３年度公立学校教職員人事異動方針に

ついて説明させていただきます。 

          本件は、千葉市教育委員会組織規則第８条第４号の規定によ

り議決を求めるものです。本年度の異動方針は、昨年度の異動方

針から大きな変更点はございません。 

          人事異動は、学校組織の活性化を図るとともに、各学校におけ

る教育活動の一層の充実・発展を図るための基盤となる条件整備

であると考えております。各学校や教職員の実情を十分に把握し、

適正な配置に努めて参ります。 

          なお、今後の人事異動に係る日程について、収束しないコロナ

禍の中、例年よりも日程を２週間早め作業をすることといたしま

したので、併せて報告いたします。 

          以上でございます。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等含め、何かございますか。 

          ご質問ないようですので、議案第９５号「令和２年度末及び令

和３年度公立学校教職員人事異動方針について」を原案どおり可

決したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

          以上で公開審議案件に係る審議は終了しました。 

          委員の皆様、ここまででその他として何かご意見、ご質問等は

何かございますか。 



 

 

議案第９６号 指定管理者の指定について 

磯野教育長 次に、議案第９６号「指定管理者の指定について」、生涯学習

振興課長、説明をお願いします。 

中島生涯学習振興課長  議案第９６号「指定管理者の指定について」、千葉市生涯学習

センターについてご説明をいたします。 

          議案書の９ページをお願いいたします。 

          本議案は、千葉市生涯学習センターの指定管理者に、「公益財

団法人千葉市教育振興財団」を指定するよう市長に意見を申し出

るため、千葉市教育委員会組織規則第８条第６号の規定に基づき

議決を求めるものでございます。 

          お手元に配布しております別冊の参考資料に基づき説明させ

ていただきます。 

          １ページをお願いいたします。 

          「１ 施設の名称及び所在地」、「２ 指定管理者の名称等」

につきましては、記載のとおりでございます。 

          「３ 指定期間」につきましては、令和３年４月１日から令和

８年３月３１日までの５年間でございます。 

          「４ 選定経過」についてですが、選定に当たりましては、本

年７月及び１０月の２回、教育委員会指定管理者選定評価委員会

で審議が行われ、第２回選定評価委員会の結果に基づき、１０月

３０日に答申があったものでございます。 

          「５ 選定方法（非公募）及び選定の理由」ですが、まず、「（１）

非公募とした理由」につきましては、行政改革推進委員会「外郭

団体の事務事業の見直し結果」において、生涯学習センターが提

供する講座等は、地域の課題に自ら取り組むことができる人材の

育成を目的とし、個人の趣味の範囲を超えた社会的ニーズ等に対

応するものであり、高度の専門性及びボランティアや各種団体等

との豊富なネットワークが必要であるため、外郭団体の有する特

性や担うべき役割等を踏まえ、非公募にて千葉市教育振興財団を

選定するべきとの方向性が示されたことによるものでございま

す。 

          次に、「（２）選定理由」につきましては、選定評価委員会に

おいて、申請内容を、管理運営の基準で示している指定管理者が

行う施設維持管理、生涯学習事業、施設運営等の業務内容及び水

準に照らし審査した結果、教育振興財団は生涯学習センターの管



 

理を適切かつ確実に行うことができると認められたものでござ

います。 

          「６ 選定評価委員会の答申の概要・審査結果」につきまして

は、記載のとおりですが、選定評価委員会の意見としまして、新

型コロナウイルス感染防止対策を十分に講じることはもとより、

休館等により計画に大きな変更が見込まれる場合には、適宜計画

の見直しを行うこと、自然災害が多発している昨今の状況を踏ま

え、防災に関する講座の充実に努めることの２点が挙げられてお

ります。 

          「７ 選定評価委員会の委員構成」につきましては、記載のと

おりでございます。 

          「８ 指定管理者の概要」についてですが、設立時期は平成７

年４月、基本財産は２億１，５００万円、従業員数は３８５人で

ございます。 

          主な事業内容及び主な施設管理の実績につきましては、記載

のとおりでございます。 

          なお、３ページ以降に、指定管理者総合評価シートがございま

す。こちらは、平成２８年度から令和元年度までの評価をまとめ

たものになります。詳細につきましては後ほどご確認いただきた

いのですが、２点ほど説明させていただきます。 

          まず、３ページの「２ 成果指標等の推移」ですが、成果指標、

延べ受講者数、ボランティアコーディネート件数、施設利用率ご

とに、平成２８年度から令和元年度までの４年間の推移の累計値

をまとめたものでございます。いずれの項目も成果指標を超える

実績・成果が認められます。 

          続きまして、５ページ、「４ 管理運営状況の総合評価」です

が、市で出しております評価の目安という基準に基づきまして、

評価項目ごと、評価対象期間における年度評価を、「Ａ」、「Ｂ」、

「Ｃ」、「Ｄ」、「Ｅ」の５段階で評価をしております。「Ｃ」

は期待どおりの管理運営、「Ｂ」は優れた管理運営の評価となり

ます。 

          また、その下にあります総合評価につきましても、評価対象期

間における年度評価の総括評価、上の表になりますけれども、

２０％以上が「Ａ」又は「Ｂ」、かつ「Ｄ」又は「Ｅ」がなかっ

たため評価を「Ｂ」としており、指定管理者に求める水準を上回

る管理運営が行われていたものでございます。 



 

         説明は以上でございます。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等含め、何かございますか。 

          ご質問もないようですので、それでは、議決に移ります。 

          議案第９６号「指定管理者の指定について」を原案どおり可決

したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 

議案第９７号 令和２年度補正予算について（１２月補正） 

   磯野教育長 議案第９７号「令和２年度補正予算について」、初めに学校施

設課担当課長、説明をお願いします。 

   石川学校施設課担当課長 議案書１１ページをお願いいたします。 

          議案第９７号「令和２年度補正予算について」、市長に意見を

申し出るため、千葉市教育委員会組織規則第８条第６号の規定に

基づき議決を求めるものでございます。 

          説明は、議案説明資料に基づき行います。 

          １２ページをお願いいたします。 

          初めに、「１ 学校施設の環境整備」に係る「（１）国庫補助

金の追加交付決定への対応」について説明いたします。 

          「ア 補正理由」ですが、国庫補助金の追加交付決定に伴い、

学校施設の環境整備に係る経費を計上するとともに、事業完了予

定が次年度となることから、併せて繰越明許費を追加するもので

ございます。 

          「イ 補正予算額」は３９億３，３００万円で、財源は記載の

とおりでございます。 

          「ウ 補正内容」ですが、外壁改修工事が小学校６校、中学校

３校の計９校、トイレ改修工事が小学校１０校、中学校９校、高

等学校１校の計２０校でございます。 

          続いて、資料の１３ページをお願いいたします。 

          次に、「（２）大規模改造工事の工期延長に伴う対応」につい

て説明いたします。 

          継続費の変更について、「ア 補正理由」ですが、新型コロナ

ウイルス感染症対策により、本年４月中旬から５月末まで工事を

休止した２校、上の台小学校と朝日ケ丘小学校の２校につきまし

て、本年度内の工事完了が困難となったため、令和元年度から２

年度までの当該継続費を３年度までの３か年に変更するととも



 

に、本年度の年割額の減額及び延期等に伴う総額の変更を行うも

のです。 

          「イ 補正内容」は記載のとおりでございます。 

          次に、繰越明許費の追加について説明いたします。 

          「ア 補正理由」ですが、上記２校の大規模改造工事の工期延

長に伴い、本年度実施予定の備品等移動業務委託の一部を次年度

に延期し実施するため、繰越明許費を追加するものでございます。 

          「イ 補正内容」は記載のとおりでございます。 

          説明は以上でございます。 

   磯野教育長 続いて、学校施設課長、説明をお願いします。 

   森永学校施設課長 次に、「学校施設の各種改修等」について説明いたします。 

          １４ページをご覧ください。 

          まず、「１ 上水道設備改修」に係る債務負担行為の設定につ

いてでございます。 

          「ア 補正理由」ですが、来年度実施予定の本工事につきまし

て、夏休み期間に集中して作業を行わなければならないため、入

札不調等契約手続に時間を要した場合でも適正な工期を確保で

きるよう、本年度内に前倒し発注する必要があることなどから、

債務負担行為を設定するものです。限度額及び内容は記載のとお

りとなっております。 

          「２ エレベータ設置」に係る債務負担行為の設定についてご

説明いたします。 

          「ア 補正理由」ですが、エレベータ設置工事に係る実施設計、

土質調査等業務について、本年度中に発注し、前倒しで契約を行

うことにより、施工時期の平準化を図り、入札の不調・不落対策

を講じるため、債務負担行為を設定するものです。限度額及び内

容は記載のとおりです。 

          次に、繰越明許費の追加についてご説明いたします。 

          １５ページをご覧ください。 

          「ア 補正理由」ですが、階段昇降に困難を伴う児童・生徒が

在籍する学校のエレベータ設置工事について、本年度内の完了を

予定しておりましたが、事業者がバリアフリー需要の高まりによ

り技術者等が不足し、新規工事を請け負うことができなくなった

ことなどの理由から入札不調が続き、本年度内に完了することが

できなくなったために、繰越明許費を追加するものでございます。

金額及び内容は記載のとおりとなっております。 



 

          説明は以上でございます。 

   磯野教育長 続いて、生涯学習振興課長、説明をお願いいたします。 

   中島生涯学習振興課長 最後に、「生涯学習センターの債務負担行為」について説明い

たします。 

          １６ページをお願いいたします。 

          生涯学習センター施設管理運営につきまして、平成２２年

１２月２８日付け総務省自治行政局長通知の「指定管理期間が複

数年度にわたり、指定管理者に対して委託料を支出することが確

実に見込まれる場合には、債務負担行為を設定すること」を踏ま

え、債務負担行為を設定するものでございます。 

          なお、設定期間は、令和３年度から令和７年度の５年間、限度

額は２８億２，９００万円でございます。 

          説明は以上でございます。 

   磯野教育長 審議に移りますが、質問等含め、何かございますか。 

   高 津 委 員 １２ページのトイレ改修工事について、時々私も学校に伺った

りするのですが、最近は本当にホテルに近い、きれいな明るいト

イレが多くなっております。 

          今回、２０校ということですが、今までこういう工事を合計何

校ぐらいしてきたのか。また、これから先どのくらいあるのか等、

教えてください。 

   石川学校施設課担当課長 これまで大規模改造工事等のトイレ改修工事で改修が終わっ

ているのが、令和元年度末で４６校でございます。そして、令和

２年度の今、工事しているものがございまして、令和２年度の見

込みですとこれが６２校になります。令和３年度以降につきまし

ては、残り８４校の整備を進めていくということになります。 

          以上でございます。 

   磯野教育長 ほかはどうでしょうか。 

   和 田 委 員 エレベータのことについて少しお伺いしたいのですが、議案と

は関係ないことになってしまうのですけれども、設置するのに大

体１基当たり５，０００万円程と伺いましたが、今後、メンテナ

ンス費用が大体どのくらいかかっていくのかお伺いします。 

   森永学校施設課長 エレベータのメンテナンス費用についてでございますが、今

年度、全学校７３台の定期点検費用は、総額１，０７９万

６，０００円です。１台当たり平均１５万円程度となります。 

           また、このほかに、４件のエレベータの修繕を行いまして、

４１５万２，０００円を支出しております。 



 

   磯野教育長 ほかにご質問もないようですので、それでは、議決に移ります。 

          議案第９７号「令和２年度補正予算について」を原案どおり可

決したいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

   磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 

 ９ その他 

(1)第１２回定例会は、１２月１６日（水）午後２時より開催することと決定した。 

 

１０ 閉会 

  磯野教育長より閉会を宣言 


